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子どもはどのようにして社会を認識し始めるか
How Do Children Begin to Recognize Society?
教育心理学教室 田



































































































T. Y.(F)  8. 03(R)
お金持ちになりたいと思う?一―「|まい。」一一 どうして?――「。中 普通の家。」――住みたい。
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わからん。Rちゃんだけがお金持ちになれるのかなあ。回りの人はどうかなあ?――「なれる。」―













































































































O. A。(M) 10. 00
みんながお金持ちになることができるかな?一―「わからん。」―一どう思う?みんながお金持ち


















































































るってわけでもないし,… そいでね,働いたりするの。中 それで,全員が働 くことはできない。」一
―全員が働 くことができないからお金持ちになることはできないのか?――「うん。J一―どうして
全員が働 くことができないのかな?一―「まだ子どももいるから。」一―じゃ,働ける年齢になった
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まとめんといけんのに, トラックとかに入らん。」―― トラックに?――「うん。とか箱に入 らん。」
――じゃあな―,どれだけお金を造るかっていうのは,誰が決めると思う?一―「銀行 とかお金を


















































































































































Piaget,」滝沢武久訳 思考の心理学 みすず書房 1968
Piaget,」滝沢武久訳 思考の誕生 朝日出版社 1980
思者の発達における概念装置 (言語)の役割につぃては,ワロンの分析が優れている。本研究においても次
の文献に学んだ。
Wal10n,H 滝沢武久・岸田秀訳 子どもの思考の起源 上中下 明治図書 1968
場面に拘束された思考については,漁村の児童の調査においてすでに言及している。
田丸敏高 対話事例にみる児童の社会認識の発達 鳥取大学教育学部研究報告 (教育科学) 29-1 1987
価格の理由を理解することの困難性については,これまでも何回か触れてきた。
高取憲―郎・田丸敏高 児童・青年の地域概念の発達 特定研究報告「学校教育と地域社会」所収 鳥取大
学教育学部 1986
高取憲一郎・田丸敏高 児童・青年の地域概念の発達(lX21 日本教育心理学会 第28回総会 1986
口丸敏高 児童の社会認識に関する発達的研究 日本教育心理学会 第29回総会 1987
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